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　頭頸部のCTscanとしては，一般に体軸に垂直

な断面即ち水平断（horizontal，　or　axial）が使わ

れることが多いが，症例によってはガントリー内

で体位を変換して，冠状断（coronal　scan）又は

矢状断（sagittal　scan）を撮る事も行われている．

　ここに供覧する症例は，スキャノグラム（図1．

a，b）に示される如く，頭部を後方に約45°傾け

た特異な冠状断のシリーズ（図1．bのA～C）

から頭頂・前床突起・硬口蓋・オトガイを通る断

面（図1．bのB）をとり出したものである．

　本scan像（図2．　a，　b）の特徴は，口腔は勿

論鼻腔・飾骨洞・蝶形骨洞が比較的よく描出さ

れ，且つ図示されてはいないが，上鼻甲介も観察

出来る点にある．

　これに平行なscan　leve1のシリーズを用いれ

ば，Le　Fort　I～II型の外傷例で上顎洞後壁・翼

状突起等深部に達した骨折線の走行を追跡した

り，上顎部悪性腫瘍で問題となる後上方への浸潤，

例えば鼻咽腔や飾骨洞への浸潤を，1枚のscan

像の上で把握することも可能である．
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